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東
部
上
北
教
育
研
究
協
議
会
の
廃
止

　
内
　
容

　
今
後
の
対
応

　
お
い
ら
せ
町
と
協
議
の
上
、
平
成
24
年
３
月
31
日
を
も

っ
て
東
部
上
北
教
育
研
究
協
議
会
の
廃
止
に
つ
い
て
、
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
第
9
回
定
例
会
は
、
12
月
５
日
招
集
さ
れ
、

７
日
ま
で
の
３
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
条
例
改
正
、
補
正
予
算
な
ど
８
議
案

を
審
議
し
、
す
べ
て
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
に
は
、
6
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
理

事
者
側
の
所
信
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
　
平
成
23
年
第
9
回
定
例
会

◎
　
条
例
の
目
的

　
こ
の
条
例
は
、
町
及
び
町

民
等
の
責
務
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
暴
力
団
の
排

除
に
関
す
る
基
本
的
な
施
策

を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
町

民
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
を
確
保
し
、
本
町

に
お
け
る
社
会
経
済
活
動
の

健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
た

め
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
基
本
理
念

　『
暴
力
団
を
利
用
し
な
い
』

　『
暴
力
団
に
金
を
出
さ
な
い
』

　『
暴
力
団
を
恐
れ
な
い
』

　
昭
和
48
年
４
月
１
日
百
石
町
、

下
田
町
、
六
戸
町
の
三
町
で
、
教

育
関
係
職
員
の
研
修
及
び
学
校
教

育
に
関
す
る
専
門
的
事
項
の
指
導

に
関
す
る
事
務
を
管
理
し
、
執
行

す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
。

　
事
務
局
を
六
戸
町
が
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　
平
成
18
年
3
月
1
日
に
百
石
町

と
下
田
町
が
合
併
し
、
平
成
19
年

４
月
１
日
か
ら
事
務
局
を
お
い
ら

せ
町
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
教
職
員
の
研
修
及
び
学

校
教
育
の
指
導
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
・
教
育

相
談
員
の
配
置
、
中
学
生
海
外
交

流
事
業
が
主
な
事
業
。

　
こ
の
た
び
、
お
い
ら
せ
町
と
協

議
の
上
、
平
成
24
年
3
月
31
日
を

も
っ
て
廃
止
す
る
こ
と
に
合
意
し

ま
し
た
。

①
　
教
育
課
内
に
指
導
室（
仮
称
）

を
設
置
す
る
。

②
　
指
導
主
事
２
名
を
配
置
す
る
。

た
だ
し
、
1
名
は
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
と
し
て
委
嘱
し
、
週
３
日
～

４
日
程
度
の
出
勤
と
す
る
。

③
　
Ａ
Ｌ
Ｔ
１
名
を
配
置
す
る
。

④
　
教
育
相
談
員
は
1
名
を
週
3

日
の
出
勤
体
制
で
配
置
す
る
。

※ＡＬＴとは外国語指導助手
（Assistant Language　
Teacher ＝ ALT）の略称。
主に公立の小学・中学・高校
で日本人の英語教師を補助す
る外国人英語指導員のこと。

六戸町暴力団排除条例制定

『
六
戸
町
暴
力
団
排
除
条
例
』
が

平
成
24
年
1
月
1
日
施
行
さ
れ
ま
し
た
。



� ろくのへ議会だより　№ 71

　
臨

時

会
　

第
8
回
臨
時
会
10
月
24
日
開
催

第
10
回
臨
時
会
11
月
25
日
開
催

■主な内容 （単位：千円）
会　計 補正前 補正額 補正後 主な補正内容

一般会計 4,805,795 84,�14 4,890,109

人件費精査
小松ケ丘地域の役場出張所開設準備のため

の証明書発行業務等の委託料
町民バス燃料費・修繕料
介護保険事業特別会計繰出金
身体・知的・精神障害者(児)介護・訓練等給付費
老人福祉センター備品購入
子ども医療給付費
子ども手当
健康増進健診等事業委託料
除雪委託ほか
水路応急復旧工事ほか
下水道事業特別会計繰出金
消火栓・防火水槽標識更新費用ほか
農地、農業用施設災害復旧工事ほか

△ 4,989

1,88�
1,480

�4,451
14,866

40�
�,155

△ �0,858
  6�4

1�,0�0
�,000

△ �,1�5
9�7

4�,55�

下水道事業
特別会計 �06,7�1 △ 4,704 �0�,0�7

人件費精査
マンホール蓋高さ調整工事ほか
消費税納付金
公共ます設置工事ほか

△ 5,�5�
�,915

△ �,�77
500

介護保険事業
特別会計 1,006,��� 186,�89 1,19�,5�1

介護保険システム法改正対応業務ほか
介護サービス給付費等
介護予防サービス給付費等
高額介護サービス給付費
特定入居者介護サービス費

�,1��
16�,968

5,555
5,058
9,�19

平成23年度一般会計 8,431万4千円が追加され

総額48億9,010万9千円となりました

	

　
六
戸
町
小
学
校
改
修
工
事
の
請
負
契
約
の

締
結
1
件
を
原
案
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
校
舎
老
朽
化
に
伴
う
工
事
で
、

７
，
３
５
０
万
円
。
各
教
室
や
講
堂
な
ど
ほ

ぼ
全
面
の
改
修
・
内
外
装
一
新
で
、
本
年
度

内
に
完
了
す
る
予
定
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

　
災
害
復
旧
費
に
４
１
８
万
４
千
円
を
追
加
し

ま
し
た
。

◎
六
戸
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
案
を
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

補
正算

予
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今
後
５
年
間
の

児
童
数
の
推
移
は

開
知
小
学
校

※「平成 24 年度の学級編成基準」
　複式学級編成となる児童数
　①１・２学年の合計児童数が、
　　８名までの時
　②１学年を含まない連続する
　　２個学年の合計児童数が、
　　16 名までの時

▲

開
知
小
学
校

「定住者支援事業」
　

問　
「
定
住
対
策
」
と

し
て
新
た
な
事
業
の
実
施

の
考
え
は

　

答

 

　

第
４
次
六
戸
町
総

合
振
興
計
画
で
は
、
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
構
想
の
一

つ
に
「
暮
ら
す
場
所
と
し

て
の
質
の
向
上
」
を
掲
げ
、

定
住
・
移
住
の
促
進
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

附
つ く

田
だ

　 輝
て る

雄
お

議員

問

定
例
会
2
日
目
に
、
6
人
の
議
員
に
よ
り

一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容

を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

答　

10
月
現
在
の
在
籍

数
は
、
１
０
０
名
で
、
平

成
24
年
度
以
降
の
児
童
数

年
々
減
少　
　
　
　
　
　
教
育
長

答

現事業のほかに
実行する考えは

問
新築住宅に対する

支援を検討　町長
答

　

新
た
な
施
策
と
し
て
、

景
気
対
策
を
も
含
め
て
定

住
促
進
の
た
め
に
、
新
築

住
宅
に
対
す
る
支
援
を

行
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
、

当
初
予
算
編
成
の
過
程
で

検
討
を
進
め
る
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
。

　

問　

七
百
地
区
に
定
住

者
対
策
の
一
環
と
し
て
町

営
住
宅
の
増
設
を
検
討
で

き
な
い
か

　
　
　

　

答

 

　
「
町
営
住
宅
ス
ト
ッ

ク
総
合
活
用
計
画
」
に
基
づ

き
町
営
住
宅
の
整
備
を
進

め
て
お
り
、
町
が
供
給
す
べ

き
町
営
住
宅
の
適
正
戸
数

を
96
戸
と
推
計
し
、
七
百

地
区
ひ
ば
り
ケ
丘
団
地
に

33
戸
が
完
成
し
て
い
ま
す
。 

　

舘
野
団
地
に
は
、
63
戸

を
整
備
す
る
計
画
で
す
。
計

画
戸
数
は
、
人
口
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
慮
し
算
出
し
て
お

り
、
人
口
等
の
大
き
な
変
動

が
な
い
限
り
、
計
画
通
り

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

は
、
91
・
86
・
89
・
86
・

85
名
と
推
移
し
て
い
く
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

問　

少
子
化
に
よ
り
生

徒
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、

教
育
面
に
も
影
響
を
及
ぼ
す

と
思
わ
れ
る
が
、
六
戸
・
開

知
・
大
曲
小
学
校
の
地
域
割

り
を
見
直
す
考
え
は
な
い
か

　

答　
「
地
域
割
り
を
見

直
す
」
こ
と
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
、
児
童
数
の

推
移
を
考
慮
し
、
３
つ
の

小
学
校
で
の
教
育
推
進

を
前
提
に
、
校
舎
の
建
設
、

校
地
の
整
備
、
耐
震
補
強

工
事
等
を
実
施
し
て
お
り
、

地
域
割
り
を
見
直
す
に

は
、
長
期
的
展
望
に
立
ち
、

か
つ
地
域
社
会
の
十
分
な

理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

現
在
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小

学
校
で
地
域
の
特
長
を
生

か
し
た
学
校
教
育
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

問　

※「
複
式
学
級
」
が

将
来
あ
り
得
る
か

　

答　

当
分
の
間
は
、
複

式
学
級
編
成
は
な
い
と
考

え
ま
す
。
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「
み
ん
な
の
六
戸
２
０
２
０
」の

具
現
化
の
事
業
計
画
は

第
４
次
六
戸
町
総
合
振
興
計
画

問
定
住
移
住
対
策
の
支
援
事
業
等  

町
長

答

各分野の施策を進めていく　町長

下
し も

田
だ

　 敏
と し

美
み

議員

問
答

　
問
　
深
刻
な
社
会
経
済

環
境
に
あ
り
な
が
ら
、
当

町
の
新
年
度
予
算
編
成
の

基
本
方
針
は

　
答
　
当
町
の
自
主
財
源

で
あ
る
町
税
は
、
平
成
20

年
度
以
降
、
毎
年
減
少
し

て
お
り
、
更
に
平
成
24
年

度
は
固
定
資
産
税
の
評
価

替
え
の
実
施
に
よ
る
影
響

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
歳
出
に
お
い
て
は
、
介

護
保
険
や
後
期
高
齢
者
医

療
を
は
じ
め
と
し
た
社
会

保
障
制
度
に
要
す
る
費
用

な
ど
経
常
的
な
経
費
が
増

加
し
て
い
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
経
費
節
減
と
効

率
化
に
努
め
つ
つ
、
第
４

次
総
合
振
興
計
画
の
基
本

構
想
に
掲
げ
る
町
の
将
来

像
実
現
を
目
指
し
、
各
分

野
の
施
策
を
進
め
て
い
く

こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て

い
ま
す
。

平成24年度
予算編成の基本方針は

　
問
　
第
４
次
六
戸
町
総

合
振
興
計
画
※１「
み
ん
な
の

六
戸
２
０
２
０
プ
ラ
ン
」

の
具
現
化
の
事
業
計
画
は

何
か

　
答
　
第
4
次
総
合
振
興

計
画
で
は
、
ま
ち
づ
く
り

施
策
を
※２
6
つ
の
分
野
に

整
理
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
ご
と
に
展
開
す

る
施
策
を
31
項
目
掲
げ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
継
続
的
に
行

わ
れ
て
き
た
事
業
を
含

め
、
今
後
、
各
課
の
事
業
は
、

こ
の
施
策
項
目
の
内
容
に

沿
っ
て
、
5
年
後
の
数
値

目
標
に
近
づ
け
る
こ
と
を

意
図
と
し
、
個
々
の
事
務

事
業
の
効
果
的
・
計
画
的

な
実
施
に
あ
た
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

選
択
と
集
中
の
視
点
に
立

ち
、
重
点
的
に
取
り
組
む

べ
き
項
目
を
掲
げ
、
そ
の
中

で
、
定
住
・
移
住
対
策
の
支

援
、
集
落
基
盤
整
備
、
教

育
振
興
、
全
町
水
洗
化
の

推
進
な
ど
今
後
の
予
算
上

の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

※2「みんなの六戸2020プラン」
6つの分野目標

①健やかで安心なろくのへ
②美しい安全なろくのへ
③豊かで活力に満ちたろくのへ
④人と文化が輝くろくのへ
⑤定住と交流を育むろくのへ
⑥みんなでつくるろくのへ

※
１

「
み
ん
な
の
六
戸
２
０
２
０

プ
ラ
ン
」

　
目
指
す
将
来
像

　
恵
の
大
地
と

　
人
が
結
び
合
う

　
や
す
ら
ぎ
と
感
動
の

　
定
住
拠
点
・
六
戸
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※ TPP とは、「環太平洋戦略的経済連携協定（Trans Pacific Partnership）」の略称。簡単に説明すると、太平洋周辺の広い地
域の国、例えば日本、中国、東南アジア諸国、オセアニア諸国、アメリカなどが参加して、自由貿易圏を作ろうという構想のこと。

▲

折
茂
小
学
校
跡
地

　

問　

国
は
※
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の

協
議
に
参
加
す
る
と
決
め

ま
し
た
。
当
町
は
農
業
が

基
幹
産
業
で
す
。
当
町
に

は
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ

る
か

川
か わ

村
む ら

　 重
し げ

光
み つ

議員

　

問　

六
戸
町
は
健
全

財
政
と
明
言
し
て
い
る
が
、

財
政
運
営
は
依
然
と
厳
し

い
環
境
に
あ
る
と
思
う
。

TPPに対する考えは問
水田農業や畜産業に

大きな影響を受ける　町長
答

公
有
地
・
遊
休
地
を
売
却
し

財
政
運
営
へ
の
考
え
は

問
地
元
住
民
の
声
を
聞
い
た

う
え
で
判
断
す
る　
町
長

答

　

問　

統
廃
合
や
移
転
等

で
利
用
目
的
を
失
っ
た
公

有
地
や
施
設
の
管
理
状
況
・

利
用
状
況
は

　

答

 

　

旧
柳
町
・
長
谷
小

学
校
は
、
委
託
し
維
持
管

理
し
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・

ク
ラ
ブ
活
動
の
練
習
、
無

形
文
化
財
の
練
習
場
所
や

選
挙
の
際
の
投
票
所
と
し

て
利
用
し
て
い
ま
す
。
旧

折
茂
小
学
校
跡
地
は
、
臨

時
駐
車
場
等
で
利
用
し
、

今
の
と
こ
ろ
恒
常
的
な
利

用
形
態
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
ほ
か
、
旧
舘
野
団

地
、
旧
ひ
ば
り
ケ
丘
団
地
、

た
て
の
台
プ
ー
ル
跡
地
は

現
在
空
き
地
に
な
っ
て
い

て
、
草
刈
り
程
度
の
管
理

状
況
で
す
。

　

ま
た
、
旧
柳
町
・
長
谷

小
学
校
の
建
物
に
つ
い
て

は
、
老
朽
化
が
進
ん
で
お

り
、今
後
の
検
討
課
題
で
す
。

これも質問
答

 

　

民
間
に
お
い
て
、
提
案
が
あ
れ
ば相

談
に
応
じ
る

問　

折
茂
小
学
校
跡
地
の
有
効
活
用
と
し
て

エ
コ
住
宅
団
地
を
造
営
し
て
は
ど
う
か

答

 

　

若
年
世
代
の
転
出
・
未
婚
問
題
等
、

簡
単
に
解
決
で
き
な
い
課
題

問　

小
学
校
廃
校
地
区
が
過
疎
化
傾
向
に
あ
る
。

施
策
が
必
要
と
思
う
が
考
え
は

　

答　

全
国
町
村
会
等
関

係
団
体
を
通
じ
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

へ
の
参
加
検
討
を
撤
回
す

べ
き
」
と
い
う
要
望
書
を

提
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
参
加

は
、
農
業
の
現
状
を
考
え

な
い
、
慎
重
さ
を
欠
い
た

対
応
で
あ
り
、
町
民
の
理

解
を
得
ら
れ
る
も
の
で
な

い
と
考
え
ま
す
の
で
、
今

後
、
国
の
状
況
を
見
な
が

ら
対
応
し
た
い
。

　

問　

農
業
委
員
会
で
は
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
方

針
撤
回
を
決
議
し
て
い
る

が
、
町
長
の
対
応
は

　

答　

決
議
を
尊
重
し
、

関
係
機
関
と
連
携
し
対
処

し
て
い
き
ま
す
。

そ
こ
で
不
要
な
物
件
は
積

極
的
に
売
却
し
、
歳
入
確

保
に
努
め
、
施
策
や
財
政

運
営
へ
役
立
て
る
べ
き
と

思
う
が
、
対
応
・
計
画
は

　

答

 

　

有
効
活
用
し
て
い

く
こ
と
が
理
想
で
、
民
間

の
事
業
計
画
の
提
案
が
あ

っ
た
場
合
な
ど
、
売
却
処

分
し
た
方
が
有
効
活
用

で
き
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
の
で
、
積
極
的
に
相
談

を
受
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
の
際
も
地
元

住
民
の
意
見
を
聞
い
て
判

断
し
ま
す
。
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予算要求の内容を精査し
定めていきます　町長

高
こ う

坂
さ か

　　 茂
しげる

議員

問

　
問
　
六
戸
町
は
、
今
年

度
財
政
は
健
全
で
あ
り
予

算
執
行
に
お
い
て
は
問
題

な
い
わ
け
で
す
が
、
今
後

の
経
済
状
況
の
推
移
を
考

え
る
と
、
こ
れ
ま
で
充
足

し
て
き
た
分
野
の
予
算
編

成
に
も
十
分
な
手
当
が
つ

か
な
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
を
勘
案
し

つ
つ
、
次
年
度
に
お
け
る

新
た
な
事
業
展
開
は
あ
る

か　
答
　
新
規
事
業
と
し
て
、

県
営
事
業
の
集
落
基
盤
整

備
（
農
道
）
や
下
水
道
計

画
区
域
の
見
直
し
に
伴
う

合
併
浄
化
槽
設
置
。
若
者

定
住
事
業
の
期
間
延
長
の

検
討
と
、
新
築
住
宅
へ
の

補
助
制
度
の
創
設
。

　
ま
た
、
東
部
上
北
教
育

協
議
会
廃
止
の
あ
と
を
引

き
継
ぐ
教
育
振
興
施
策
や

小
松
ケ
丘
地
域
役
場
出
張

所
開
設
な
ど
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ほ
か
に
も
取
り

答

平成24年度
一般予算編成方針は

　
問
　
当
町
の
住
所
は
、

大
字
表
記
は
南
か
ら
北
地

域
ま
で
広
範
囲
に
わ
た
っ

て
い
る
。
例
え
ば
、
北
方

の
人
は
犬
落
瀬
は
中
央
に

所
在
す
る
地
域
と
思
っ
て

い
る
が
、
そ
れ
が
北
方
の

岡
沼
、
金
矢
地
区
あ
る
い

は
三
沢
市
に
近
い
古
間
木

地
域
ま
で
が
含
ま
れ
る
た

め
非
常
に
紛
ら
わ
し
い
。

　
古
く
か
ら
伝
わ
る
歴
史

的
認
識
や
愛
着
な
ど
色
々

意
見
が
あ
る
と
思
う
が
、

住
居
表
示
の
検
討
委
員
会

を
設
け
る
考
え
は
な
い
か

　
答
　
現
在
の
大
字
・
字

の
名
称
は
、
先
人
が
育
ん

だ
町
土
の
呼
称
で
馴
染
み

深
く
、
歴
史
的
意
味
合

い
を
含
ん
で
い
ま
す
の
で
、

変
更
に
は
、
慎
重
を
期

さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
、

地
域
住
民
の
利
便
性
向
上

の
た
め
に
、
分
か
り
や
す

く
変
更
す
る
必
要
性
を
認

識
し
て
い
ま
す
。

　
大
規
模
な
宅
地
開
発

等
に
お
い
て
、
町
名
整
備

を
併
せ
て
実
施
し
て
お
り
、

当
町
で
は
、
金
矢
工
業
団

地
が
変
更
し
た
経
緯
が
あ

り
ま
す
が
、
抜
本
的
に
見

直
す
と
な
る
と
、
か
な
り

の
事
務
量
に
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　
住
民
の
合
意
形
成
が
十

分
可
能
な
地
域
に
つ
い
て

は
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

組
む
課
題
は
、
山
積
み
で

す
が
、
歳
入
と
の
バ
ラ
ン

ス
の
中
で
財
政
の
健
全
性

を
維
持
し
て
進
め
て
い
き

た
い
。

　
問
　
少
子
化
対
策
・
若

者
定
住
対
策
の
ほ
か
に
、

こ
れ
か
ら
高
齢
化
社
会
に

な
る
が
、
高
齢
者
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
施
策
は
あ

る
か

　
答
　
町
と
し
て
は
現
在
、

新
た
な
高
齢
者
対
策
事
業

を
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

私
の
将
来
の
展
望
と
し
て

今
調
査
し
て
い
る
の
は
、

在
宅
に
お
け
る
管
理
で
す
。

モ
ニ
タ
ー
や
テ
レ
ビ
電
話

で
一
人
暮
ら
し
の
方
々
の

確
認
を
で
き
な
い
か
絶
え

ず
研
究
し
て
い
ま
す
。

地
名（
住
居
表
示
）変
更
を

問
要
望
が
あ
れ
ば

検
討
を
進
め
た
い
　
町
長

答



町政のここが聞きたい　一般質問　

8平成 �4 年 1 月 �0 日発行

※インフラ整備とは「インフラストラクチャ－（infrastructure）の略語。
　水道、下水道、道路、橋、電気、ガス、病院、学校などの公共施設のこと。

0？ ◎産業３部門　　　　　
・第１次産業　
　農業、林業、水産業　
・第２次産業　
　製造業、建設業
・第３次産業　
　情報通信業、金融業、運輸業、
　小売業、サービス業

　
問
　
人
口
問
題
研
究
所

の
推
計
値
に
よ
る
と
、

２
０
１
０
年
の
１
０
，

２
０
５
人
が
10
年
後
の

２
０
２
０
年
に
９
，
３
８

４
人
と
減
少
す
る
が
、「
み

ん
な
の
六
戸
２
０
２
０
プ

ラ
ン
」
で
は
計
画
推
移
に

よ
っ
て
１
０
，
０
０
０
人

を
目
標
設
定
し
て
い
る
。

　
人
口
が
１
万
人
を
割
る

と
国
の
地
方
交
付
税
や
諸

施
策
等
に
影
響
が
あ
る
か

　
答

 

　
交
付
税
算
定
で

は
、
人
口
を
要
素
に
算
定

し
て
い
る
部
分
が
か
な
り

あ
り
ま
す
の
で
、
人
口
が

減
少
す
る
と
交
付
税
も
そ

れ
相
応
に
減
少
し
ま
す
が
、

杉
す ぎ

山
や ま

　 茂
し げ

夫
お

議員

一
万
人
を
境
と
し
て
の
影

響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
問
　
若
者
定
住
者
支
援

事
業
は
住
宅
支
援
が
主
で

あ
る
が
、
定
住
の
た
め
に

は
就
労
場
所
の
確
保
も
重

要
で
あ
る
。
２
０
２
０
年

第
１
次
産
業
就
業
者
数
の

激
減
予
想
に
伴
い
、
新
規

就
農
者
の
就
農
研
修
な
ど

支
援
策
を
打
ち
出
す
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か

　
答

 

　
新
規
就
農
者
を
支

援
し
ま
す
。

　
国
が
平
成
24
年
度
か

ら
青
年
の
就
農
意
欲
の
喚

起
と
就
農
後
の
定
着
を
図

る
た
め
「
新
規
就
農
者
確

保
事
業
」
を
実
地
し
ま
す
。

町
と
し
て
も
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
こ

の
事
業
を
活
用
し
新
規
就

農
者
を
支
援
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
問
　
第
３
次
産
業
就
業

者
の
大
幅
な
伸
び
を
目
標

と
し
て
い
る
が
、
新
規
ビ

ジ
ネ
ス
等
の
産
業
形
成
に

向
け
て
の
施
策
は

　
答

 

　
民
間
の
皆
様
と
協

働
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て

い
き
た
い
。

人
口
一
万
人
を
割
る
と

国
や
県
の
施
策
に
影
響
が
あ
る
か

問
一
万
人
を
境
と
し
て
の

影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
　
町
長

答

小松ケ丘地区の
街づくりの見通しは問

役場窓口業務出張所開設　町長答

　
答

 

　
当
地
区
は
、
１
０

年
間
に
約
４
０
０
名
の
人
口

が
増
え
て
お
り
、
平
成
18
年

小
松
ケ
丘
地
域
交
流
館
、
平

成
21
年
に
町
営
墓
地
、
平
成

22
年
に
は
、
学
童
保
育
所
を

建
設
し
、
小
松
ケ
丘
地
区
に

対
す
る
※
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

積
極
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
来
年
度
は
、
役
場
の

窓
口
業
務
の
一
部
を
行
う
出

張
所
の
開
設
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
交
通
面
で
は
上

北
道
路
の
建
設
に
よ
り
ア
ク

セ
ス
環
境
の
向
上
、
定
住
に

か
か
わ
る
町
の
施
策
と
し
て

新
築
住
宅
に
対
す
る
補
助
制

度
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
小
松
ケ
丘
地
区
は
、

新
規
住
宅
開
発
に
よ
り
唯

一
人
口
増
の
見
込
め
る
地

域
で
あ
る
が
、
今
後
の
街

づ
く
り
の
見
通
し
を
伺
い

た
い
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※ダンピング受注とは、市場価格より不当に
低い価格で受注すること。

？
◎一般競争入札とは　

入札情報を公告して参加申込
を募り、条件を満たしたすべ
ての参加申込者同士で競争に
付して契約者を決める方式。
◎指名競争入札とは
発注者側が指名した者同士で
競争に付して契約者を決める
方式。

現在その考えはありません　町長

問
答

条件付一般競争入札の
実施の考えは

山
や ま

本
も と

　　 実
みのる

議員

　
問
　
地
元
企
業
の
育
成

と
い
う
立
場
か
ら
、
町
発

注
の
全
て
の
工
事
に
つ
い

て
、
町
内
の
業
者
が
受
注

で
き
る
よ
う
、
今
ま
で
の

指
名
競
争
入
札
か
ら
、
条

件
付
き
一
般
競
争
入
札
に

入
札
制
度
を
改
め
る
考
え

は
あ
る
か

　
答
　
公
共
工
事
の
入
札
・

契
約
は
、
一
定
の
競
争
性
を

確
保
し
、
※
ダ
ン
ピ
ン
グ
受

注
の
防
止
の
た
め
最
低
制
限

価
格
制
度
を
導
入
し
、
ま
た

地
元
業
者
の
地
域
貢
献
や
育

成
を
考
慮
し
、
指
名
競
争
入

札
に
よ
っ
て
発
注
し
て
い
ま

す
。

　
公
共
工
事
を
請
け
負
う
業

者
は
建
設
業
法
に
定
め
る
条

件
が
必
要
と
な
り
、
同
法
に

定
め
る
経
営
事
項
審
査
の
評

点
等
に
よ
っ
て
、
工
事
の
規

模
に
応
じ
受
注
で
き
る
業
者

等
の
ラ
ン
ク
を
設
け
て
い
ま

す
。
一
般
競
争
入
札
の
場
合

に
お
い
て
も
工
事
規
模
に
応

じ
て
一
定
の
条
件
を
つ
け
て

公
募
と
な
り
ま
す
。
ご
質
問

の
全
て
の
町
発
注
の
工
事
に

つ
い
て
、
町
内
業
者
を
対
象

と
し
た
一
般
競
争
入
札
を
行

う
と
、
町
内
業
者
の
み
で
は

業
者
数
が
少
な
く
競
争
性
を

確
保
で
き
な
い
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　
今
後
、
入
札
制
度
に
関
し

て
、
研
究
・
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
問
　
試
行
的
に
行
う
考

え
は
な
い
か

　
答
　
現
段
階
で
は
、
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
問
　
企
業
の
指
名
停
止

は
、
そ
の
企
業
の
死
活
問

題
で
す
。
町
の
指
名
業
者

で
今
年
度
中
に
指
名
停
止

に
な
っ
た
業
者
は
あ
る
か
。

あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
理

由
は

　
答
　
指
名
停
止
措
置
を

行
っ
た
業
者
は
、
1
社
で
、

理
由
は
、
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

違
反
で
す
。

指
名
停
止
に
な
っ
た

企
業
は
あ
る
か

問
１
社
で
す
　
　
　
　
　
　
町
長

答

　
問
　
指
名
停
止
に
な
る

基
準
は
何
か

　
答
　
六
戸
町
工
事
等

請
負
・
委
託
契
約
に
係
る

指
名
停
止
等
の
措
置
要
綱

（
平
成
8
年
制
定
）
に
よ
り
、

町
内
に
お
い
て
生
じ
た
事

故
や
不
正
行
為
等
に
基
づ

く
措
置
基
準
を
定
め
て
い

ま
す
。

詳しい日程等には、議会事務局まで
町ホームページでもお知らせしています
☎０１７６―55―４５４７（直通）

　
町
議
会
は
、
町

の
予
算
や
、
身
近

な
問
題
に
つ
い
て

話
し
合
う
大
切
な

会
議
の
場
で
す
。

議会を傍聴して
みませんか
次回定例会は３月
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議
員
行
政
視
察
研
修

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

※Ｉターンとは、出身地にかかわらず住みたい地域に移り住むこと。
　Ｕターンとは、出身地から地域外へ出た後に出身地へ戻ること。
　Ｊターンとは、出身地から地域外へ出た後に出身地以外の近隣地へ戻ること。

▲邑南町庁舎前にて

「島根県邑
おお

南
なん

町」　 ・まちづくり基本条例
　・議会基本条例　　　

　
平
成
23
年
10
月
18
日
～
20
日

の
日
程
で
、
議
員
全
員
に
よ
る

島
根
県
邑お
お

南な
ん

町
と
津つ

和わ

野の

町
の

行
政
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

杉
山
　
茂
夫
議
員

　
邑
南
町
の
議
会
基
本
条
例
は
、
議
会
自

ら
が
条
例
案
を
策
定
し
た
点
に
意
義
が
あ
る
。

ま
た
、
理
事
者
側
に
議
員
及
び
委
員
会
提
案

に
対
し
反
問
権
を
与
え
、
議
会
閉
会
中
の
急

を
有
す
る
場
合
の
議
長
経
由
の
議
員
質
問
権

等
は
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
議
会
が

住
民
意
見
交
換
会
を
行
い
、
多
様
な
町
民
の

意
見
と
討
論
を
通
じ
て
町
の
統
一
的
意
思
の

形
成
に
努
め
て
い
る
こ
と
は
、
直
ぐ
に
で
も
当

町
議
会
で
も
実
施
で
き
る
こ
と
だ
と
思
っ
た
。

　
津
和
野
町
の
定
住
施
策
事
業
は
、
観
光
の

町
か
ら
農
業
な
ど
産
業
振
興
を
図
り
定
住
で

き
る
町
へ
と
す
る
政
策
で
あ
る
。
※
Ⅰ
タ
ー

ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
の
住
宅
相
談
員
制
度
と
５
種

類
の
定
住
奨
励
金
を
は
じ
め
空
き
家
バ
ン
ク

制
度
、
無
料
職
業
紹
介
、
体
験
バ
ス
ツ
ア
ー
、

就
農
研
修
、
定
住
フ
ェ
ア
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト

な
ど
様
々
な
若
者
定
住
支
援
事
業
を
網
羅
し

て
い
る
こ
と
は
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

附
田
　
輝
雄
議
員

◎
邑
南
町
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の

　
　
　
　
制
定
及
び
検
討
の
状
況
」

　「
自
治
体
」
の
憲
法
と
も
言
わ
れ
る
《
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
》
全
国
で
制
定
し
て
い

る
自
治
体
が
徐
々
に
増
え
て
い
る
中
、
町
民
・

町
長
・
町
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
も
っ

て
、
ま
ち
づ
く
り
に
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
時
期
が
来
て
い
る
と
感
じ
る
。
機
会
あ
る

ご
と
に
、
勉
強
会
を
開
き
前
向
き
に
検
討
す

る
時
期
に
来
て
い
る
と
思
う
。

◎
津
和
野
町

「
津
和
野
町
に

お
け
る
定
住
対
策
」

　
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
よ
う
と

必
死
に
取
り
組
ん
で

い
る
姿
勢
が
町
長
の

挨
拶
か
ら
も
伺
わ
れ

た
。
当
町
も
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
成
果
が
表
れ
て

い
る
と
感
じ
る
。
今

後
と
も
、
引
き
続
き

定
住
対
策
に
力
を
い

れ
、
住
み
良
い
六
戸

町
づ
く
り
を
構
築
す

る
べ
き
と
思
う
。

久
田
　
伸
一
議
員

　
邑
南
町
で
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
と
議

会
基
本
条
例
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
研
修
を
す
る
。
町
村
合

併
に
伴
う
町
長
選
挙
の
公
約
で
基
本
条
例
を

作
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
行
く
事
と
な

り
、
条
例
作
り
に
公
募
で
参
加
さ
れ
た
住
民

の
意
欲
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。

　
議
会
も
積
極
的
に
役
割
を
果
た
す
べ
く
、

議
会
の
在
り
方
、
議
会
運
営
を
条
例
と
い
う

形
で
定
め
議
会
条
例
を
制
定
し
て
い
る
。

　
地
域
住
民
と
議
会
意
見
交
換
会
を
開
催
し

て
お
り
住
民
の
意
見
を
聞
き
、
議
員
活
動
に

反
映
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
議
会
閉
会
中
に

も
質
問
が
出
来
る
事
は
、
議
員
と
し
て
も
良

い
事
と
思
う
。

　
私
た
ち
議
員
も
町
民
と
近
く
な
り
議
会
活

動
に
い
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
。

高
坂
　
茂
議
員

　
邑
南
町
の
自
治

基
本
条
例
は
、
町

長
の
選
挙
公
約
の

一
つ
で
あ
り
、
２
つ

の
委
員
会
を
設
け

約
１
年
か
け
て
条

例
を
制
定
し
た
と

の
こ
と
。

　
議
会
基
本
条
例

の
中
で
は
、
議
会
の

一
般
質
問
は
一
問
一

答
式
に
し
た
こ
と

で
、
議
員
並
び
理

事
者
側
も
、
勉
強

し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
を
作
り

上
げ
て
お
り
、
互

い
に
い
い
緊
張
感

を
醸
成
し
て
い
る

と
の
こ
と
。

　
ま
た
、
津
和
野

町
は
、
近
隣
２
町

が
合
併
し
て
、
最
大
時
の
人
口
は
２
万
２
千

人
程
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
８
千
人
超
で
高

齢
化
率
も
43
％
を
超
え
て
お
り
、
人
口
減
は

深
刻
な
問
題
で
、
い
ろ
い
ろ
な
定
住
策
を
施

行
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
こ
の
研
修
を
終
え
て
み
て
、
町
発
展
の

た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
大
事
な
こ
と
か
、

又
、
必
要
な
施
策
を
考
え
出
す
こ
と
の
重
要

性
を
学
ん
だ
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

下
田
　
敏
美
議
員

　
邑
南
町
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
は
、

２
町
１
村
の
合
併
を
機
会
に
、
自
治
体
の

憲
法
と
も
言
え
る
こ
の
条
例
を
施
行
し
て
い

る
。
制
定
す
る
に
当
た
っ
て
公
開
の
原
則
に

基
づ
い
て
住
民
説
明
し
た
が
、
理
解
さ
れ
て

い
る
か
不
安
視
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
だ
っ

た
。
条
例
の
前
文
を
見
て
感
ず
る
の
は
、
２

町
１
村
の
合
併
に
よ
り
「
和
」
の
ま
ち
づ
く

り
を
実
現
す
る
た
め
に
、
町
民
と
町
が
一
体

性
を
も
っ
て
取
り
組
む
必
要
性
を
謳
っ
て
い

る
の
が
印
象
的
で
あ
る
。

　
ま
た
「
議
会
基
本
条
例
」
は
、
北
海
道

栗
山
町
を
参
考
に
簡
潔
明
瞭
に
し
た
条
例
に

す
る
た
め
議
員
だ
け
で
話
し
合
っ
て
作
成
し
、

施
行
さ
れ
て
い
る
。
条
例
の
前
文
に
も
議
会

の
使
命
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
議
会
が
年

間
動
い
て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
当
町
に
於
い
て
条
例
制
定
並
び
に
事
業
実

施
す
る
場
合
は
、
他
の
自
治
体
の
模も

倣ほ
う
と
言

わ
れ
な
い
よ
う
に
、
何
の
た
め
に
実
施
し
て

い
く
の
か
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

川
村
　
重
光
議
員

　
邑
南
町
議
会
基
本
条
例
は
、
町
民
と
議
会

の
関
係
で
、
議
会
は
、
情
報
公
開
の
徹
底
と
、

町
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
あ
り
、
町
民
に
、
す
べ
て
の

会
議
の
原
則
公
開
や
、
意
見
交
換
を
義
務
付

け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
閉
会
中
に
議
長
を
経

由
し
て
町
長
に
対
し
て
、
文
章
に
よ
り
質
問

を
行
い
、
回
答
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
議

員
の
３
６
５
日
、
活
動
で
き
る
体
制
を
確
立

し
た
と
の
事
で
し
た
。
町
民
と
の
意
見
交
換

や
、
町
長
の
反
問
権
な
ど
、
議
員
も
相
当
の

勉
強
が
必
要
で
、
議
会
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
事
と
思
わ
れ
る
。

　
津
和
野
町
は
、
若
者
定
住
支
援
事
業
と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
行
っ
て
い
る
が
、
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▲津和野町庁舎前にて

「島根県津
つ

和
わ

野
の

町」　・定住施策事業

費
用
対
効
果
か
ら
推
察
し
、
意
図
す
る
結
果

に
結
び
つ
い
て
い
な
い
の
で
は
と
思
わ
れ
る
。

先
方
も
其
の
こ
と
は
言
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

定
住
フ
ェ
ア
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ

と
で
、
町
の
知
名
度
に
は
、
大
い
に
貢
献
す

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
当
町
も
大
い
に
参
考

と
す
べ
き
で
あ
る
。

河
野　
豊
議
員

　

旧
津
和
野
町
は
、
森
鴎
外
の
生
誕
地
、
年

間
80
日
以
上
運
転
の
Ｓ
Ｌ
、
山
陰
の
小
京

都
と
し
て
有
名
な
観
光
地
で
あ
る
が
、
平
成

17
年
に
日
原
町
と
合
併
、
当
時
の
人
口
９
，

５
１
５
人
が
平
成
22
年
に
８
，
４
３
４
人
ま

で
減
少
し
、
加
え
て
高
齢
化
率
が
43
・
６
％

で
あ
り
、
今
後
の
町
存
続
も
危
惧
さ
れ
る
こ

と
か
ら
人
口
増
加
対
策
と
し
て
、
Ⅰ
タ
ー
ン
・

Ｕ
タ
ー
ン
を
押
し
進
め
て
い
る
。

　

空
き
家
斡
旋
、
ふ
る
さ
と
就
労
等
県
の
事

業
と
も
連
動
さ
せ
な
が
ら
移
住
者
に
低
負
担

で
生
活
で
き
る
対
策
を
研
究
し
て
い
る
こ
と

が
伺
え
る
。
さ
ら
に
は
、
就
農
に
つ
い
て
体

験
ツ
ア
ー
か
ら
始
ま
り
研
修
期
間
、
就
農
後

一
年
間
の
支
援
金
の
助
成
、
営
農
指
導
等
徹

底
し
た
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
る
。
農
業

主
体
の
六
戸
町
で
も
若
者
定
住
策
は
あ
る
が
、

取
り
組
み
方
の
基
本
が
全
く
違
い
、
今
後
空

き
家
が
増
加
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
治
安
、

景
観
に
対
処
し
つ
つ
、
定
住
策
と
し
て
一
考

す
る
価
値
は
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

円
子　
徳
通
議
員

　

邑
南
町
で
は
「
自
治
基
本
条
例
」、「
議

会
基
本
条
例
」
に
つ
い
て
そ
の
制
定
の
経
過
、

条
例
の
基
本
原
則
、
そ
し
て
制
定
後
の
運
用

と
活
動
内
容
に
つ
い
て
研
修
し
た
。

　

何
よ
り
も
印
象
深
い
の
は
、
平
成
16
年
10

月
の
町
村
合
併
（
3
町
統
合
）
後
に
そ
れ
ぞ

れ
の
条
例
制
定
に
着
手
し
、
平
成
19
年
内
に

制
定
す
る
と
い
う
、
短
期
間
で
お
こ
な
わ
れ

て
お
り
、
関
わ
っ
た
方
々
の
町
づ
く
り
へ
の

思
い
や
熱
意
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
議
会
条
例
制
定
に
際
し
て
は
「
議

員
と
は
何
ぞ
や
」
と
い
う
基
本
に
立
ち
返
り
、

「
意
思
決
定
機
能
、
政
策
立
法
機
能
及
び
行

政
監
視
機
能
の
能
力
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

町
と
町
民
の
協
働
に
積
極
的
に
そ
の
役
割
を

果
た
す
」
こ
と
を
目
的
に
取
り
組
ん
だ
と
い

う
こ
と
で
、
そ
の
議
会
人
と
し
て
の
姿
勢
に

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

母
良
田　
昭
議
員

　

邑
南
町
は
、
島
根

県
中
部
に
位
置
し
、

人
口
１
１
、９
０
０

余
名
、『
住
み
た
く

な
る
、
住
ん
で
よ
か

っ
た
、
住
み
続
け
た

い
』
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て

い
る
ま
ち
で
し
た
。

　

今
回
、
議
会
基
本

条
例
に
つ
い
て
の
研

修
の
た
め
邑
南
町
を

訪
れ
た
わ
け
で
す
が
、

町
長
が
選
挙
公
約
と

し
て
掲
げ
平
成
19
年

に
制
定
さ
れ
た
『
ま

ち
づ
く
り
基
本
条

例
』
が
、
議
会
議
員

を
動
か
し
、
議
会
基

本
条
例
作
り
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
伺
い

ま
し
た
。
又
、
他
市
町
の
基
本
条
例
を
参
考

に
す
る
こ
と
な
く
、
自
分
た
ち
町
の
、
自
分

た
ち
独
自
の
議
会
基
本
条
例
作
り
に
徹
す
る

こ
と
を
心
掛
け
た
こ
と
は
、
私
た
ち
も
見
習

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

研
修
の
後
、
ま
ず
は
町
民
と
行
政
が
協
議

し
て
、
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
の
『
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
』
の
制

定
が
最
初
で
あ
り
、
そ
の
住
民
の
代
表
で
あ

る
議
員
が
、
議
会
改
革
に
取
り
組
む
べ
き
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
し
た
。『
ま
ち

づ
く
り
基
本
条
例
』
と
『
議
会
基
本
条
例
』
は
、

一
対
で
あ
り
、
六
戸
町
に
住
む
住
民
の
方
々

が
誇
り
を
持
ち
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る

権
利
と
義
務
を
謳
う
こ
と
で
、
自
信
が
持
て

る
よ
う
な
条
例
が
出
来
れ
ば
理
想
で
は
な
い

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
私
た

ち
議
員
が
、
議
会

基
本
条
例
作
り
の

た
め
に
、
六
戸
町

で
出
来
る
こ
と
を

討
論
し
合
い
、
当

町
に
あ
っ
た
条
例

が
作
れ
れ
ば
よ
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
本　
実
議
員

　

ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
は
、
町
民

が
町
の
情
報
を
知

り
、
町
に
意
見
や

提
案
を
す
る
こ
と

が
保
障
さ
れ
た
内

容
で
あ
り
、
町
民

と
町
が
基
本
理
念

を
共
有
し
て
、
協

働
に
よ
る
自
立
し

た
地
域
社
会
を
実

現
し
て
い
く
た
め

の
条
例
で
あ
り
、
こ
の
目
的
に
向
か
っ
て
相

互
が
理
解
の
も
と
に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
基
本
条
例
は
、
議
員
は
町
民
の
意
思

を
尊
重
し
執
行
機
関
を
調
査
監
視
す
る
役
割

が
あ
り
、
そ
の
結
果
を
町
民
に
報
告
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
が
文
面
化
さ
れ
た

内
容
で
あ
り
、
条
例
設
置
は
当
町
於
い
て
も

必
要
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

金
崎　
盛
三
議
員

　

六
戸
町
の
今
後
の
発
展
を
考
え
る
と
、
若

者
を
中
心
と
し
た
人
口
の
増
加
を
計
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
実
感
し
た
研
修
で

あ
っ
た
。
そ
れ
に
は
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
が

必
須
で
あ
る
。
魅
力
が
な
け
れ
ば
助
成
金
を

出
し
た
と
こ
ろ
で
定
住
す
る
と
は
限
ら
な
い

か
ら
だ
。
魅
力
的
か
つ
住
み
よ
い
町
を
ど
の

よ
う
に
つ
く
っ
て
い
く
の
か
が
今
後
の
課
題

で
あ
る
。
更
に
は
県
内
外
へ
六
戸
町
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
、
こ

れ
も
重
要
な
課
題
だ
。

　

今
回
の
研
修
先
で
の
実
例
を
参
考
に
し
、

六
戸
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
募
集
で
作
っ
て

い
く
の
も
い
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
自
然
と

輪
が
広
が
っ
て
い
く
も
の
だ
と
思
う
。
あ
と

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
災
害
に
関
す
る

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
徹
底
で
あ
る
。
東
日
本
大
震

災
を
教
訓
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

苫
米
地　
繁
雄
議
員

　

基
本
条
例
の
策
定
に
あ
っ
て
は
、
平
成
の

大
合
併
に
よ
り
、
議
員
定
数
削
減
が
発
端
と

し
て
始
ま
っ
た
。
本
来
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
な
ど
意
見
教
示
あ
る
い
は
執
行
部
の
手
助

け
を
い
た
だ
く
と
こ
ろ
、
す
べ
て
議
員
だ
け

で
策
定
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

内
容
と
し
て
は
、
北
海
道
栗
山
町
の
基
本

条
例
よ
り
簡
素
化
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、

議
会
・
執
行
部
・
住
民
と
の
役
割
を
そ
れ
ぞ

れ
明
文
化
し
、
議
員
が
責
任
の
あ
る
行
動
を

と
れ
る
よ
う
に
す
る
。

　

例
と
し
て
、
議
員
３
人
一
組
で
各
集
会
場

を
回
り
、
議
会
報
告
会
、
住
民
と
の
会
話
、

討
論
を
通
し
、
そ
の
成
果
を
議
会
で
執
行
部

に
提
案
し
て
い
く
。

　

六
戸
町
議
会
に
お
い
て
も
、
平
成
23
年
８

月
に
法
律
が
改
正
さ
れ
、
議
員
の
責
任
が
重

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
議
会

改
革
を
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強

く
思
い
ま
し
た
。
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昨
年
を
振
り
返
る
と
、
何
と

い
っ
て
も
東
日
本
大
震
災
の
事

を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

日
本
の
観
測
史
上
最
大
の
地
震

に
よ
り
、
想
定
外
の
大
津
波
が

東
北
地
方
の
太
平
洋
岸
を
襲
い
、

死
者
・
行
方
不
明
者
は
二
万
人

に
上
り
ま
し
た
。

　
当
町
は
、
他
の
市
町
村
に
比

し
て
災
害
の
少
な
い
町
で
す
が
、

隣
々
接
に
六
ヶ
所
村
の
原
燃
サ

イ
ク
ル
施
設
が
あ
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
不
安
を
覚
え
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
町
を
ド
ラ
イ
ブ

中
に
、
道
路
工
事
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
る
の
を
見
か
け
ま
し

た
。
小
松
ケ
丘
と
金
矢
工
業
団

地
を
南
北
に
か
す
め
る
よ
う
に

走
る
上
北
道
路
で
す
。（
表
紙
写

真
）
そ
の
工
事
を
見
て
い
る
と
、

町
の
明
る
い
未
来
を
予
感
す
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
道
路
の
早
期
完
成
に

よ
っ
て
小
松
ケ
丘
の
人
口
増
加

と
金
矢
工
業
団
地
の
企
業
進
出

を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
議
会
広
報
委
員

　
下
田
敏
美

選 挙 管 理 委 員 及 び

補 充 員 の 選 挙 結 果

町
民 の

声

　選挙の結果、選挙管理委員及び補充員に次の
方が選出されました。（委員の名前は写真右からです）

委　員　岡 田 　 良 平（折　茂）
委　員　四 木 　 豊 美（岡　沼）
委員長　高 橋 　 司（南町一）
委　員　下 田 　 誠 一（七　百）

【補充員】
苫米地　正良（柳　町）・長 根 　 昌 人（金　矢）
藤 村 　 謙 一（中　町）・山 内 　 茂（上吉田）

Q選挙管理委員会とは
A選挙管理委員会は、、議会で選挙さ
れた４人の委員で構成され、選挙を
管理執行する行政委員会です。
Q選挙管理委員とは
A選挙権を有する者で人格が高潔で、政治及び選
挙に関し公正な識見を有するもののうちから、議
会で、選挙して選出され、任期は原則として４年
です。また、補充員は、選挙管理委員に欠員が生
じたときに委員になる立場の人です。補充員も４
名選出されます。

集

後

記

編

選 挙 管 理 委 員 及 び

補 充 員 の 選 挙 結 果

松村　英子 さん（押込）

　議員の皆様は、それぞれの観点から町民の
ため、さまざまな問題点を見つけ質問されて
おりますが、少し気になる事を記してみました。
　同じ質問を何度もする議員の方々、聴いて
いる私は、通告事項を事前に話し合い、統一し、
別の視点から沢山の質問をするべきと思います。
　また、この質問は、それぞれの課で解決で
きるような質問も多々あったように思います。
パフォーマンスの場とするのではなく、町民
が何を困り、何を改善して欲しいのか、地域
また町全体を見て、問題点を拾い出し議会で
討論して欲しいものです。そうすることによっ
て、町民にとって、もっと身近で関心のある
議会になると思います。
　また、一度も登壇していない方もおります
が、何のために議員になったのか、それぞれ
のマニフェストを議会広報でお知らせくださ
いますようお願いします。
　日々変化する社会の中での議員活動で心身
共に大変でしょうが、町民の幸せのため、よ
り一層の活躍を期待しております。

こんな
　まちづくりに
　　期待します

議会を傍聴して

　議会広報委員会では、町民の皆様のまち
づくりに対するご意見、ご要望の投稿を募集
しています。どしどしお寄せください。お待
ちしております。




